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水元かわせみの里を訪問した際、カワセミやカワウが水辺のふれあいル

ームの前の水辺にいて、間近で観察することができました。 

２月に開催した研修会では、双眼鏡を使ってシジュウカラやホシハジロ

などの野鳥を観察することができました。また上空では１羽のトビが４０

羽を超えるカラスに追われていて、さらに周囲からもどんどんカラスが集

まってきていました（モビングというそうです）。 

寒い冬から暖かい春が近づくにつれ、身近な自然の中からも季節の移り

変わりを感じます。これからも自然観察を続けていきたいです。 

 

＊＊＊佐藤＊＊＊ 

 

 

編集担当からのひとコト 
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【調査区１】 ０種 

赤字は外来種だよ 

【調査区３】 計６種 

〈鳥類〉 コサギ、シジュウカラ 

〈昆虫〉 オオカマキリ 

〈植物〉 シロツメクサ、 

スズメノエンドウ、 

オオバコ 

 

【調査区４】 計８種 

〈鳥類〉 ウグイス 

〈昆虫〉 オオカマキリ 

〈植物〉 アカメガシワ、スギナ、 

シロツメクサ、 

スズメノエンドウ、 

イモカタバミ、 

ツユクサ 

【調査区５】 計９種 

〈鳥類〉 コガモ、ツグミ、ウグイス、コサギ、 

カワセミ、コゲラ、シジュウカラ 

〈昆虫〉 ツマグロヒョウモン 

〈爬虫類〉 ミシシッピアカミミガメ 

【調査区２】 計５種 

〈鳥類〉 ツグミ、ウグイス、 

シジュウカラ 

〈植物〉 シロツメクサ、 

オオバコ 
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 今朝の庭の景色   弥生さくら草 
 
寒さは今年の春ほど来るのが待たれたことがないように感じている。 

毎日「春よ来い」と思いながら寒さに耐えてきた。 
寒さの中にも水仙が凛として梅も咲き終わり、今は桜の開花を待っている。 
見慣れた庭の中で動くものがあり眼を止めると小鳥が一羽、木に止まっている。 
中ぐらいで尾が長い、なんという名だろうと調べたが知識が皆無で見当がつか

ない。 
すぐに飛んでいったから･･････。 
冬枯れの庭にも春が訪れて昨年学習した「ホトケノザ」「アメリカフウロ」「タネ

ツケバナ」が多数芽を出している。 
 今年は桜の開花が近いと報じているから、区役所前の桜見物を予定に入れて

その日を待っている。 
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２２年１２月３日 
 

クリスマスっぽい植物 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上 ノイバラ、右上 ヒヨドリジョウゴ、左下 マンリョウ、右下 クロガネモチ 

区内北西部 令和 4年 12 月 3 日 

 

クリスマスが近いので、赤い実がなる在来植物を近所で探しました。 

クロガネモチは栽培されているもので、関東以西にはえるらしいので、 

微妙ですが、全体的に海に近い低湿地の、葛飾らしい植物がそろいました。 

近所の緑地で赤い実などを見る、静かなクリスマスも中々良いです。 

誰かプレゼントください。
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２３年１月１日 
 

アオツヅラフジ 

 

 

 

 

アオツヅラフジ（雌株の実） 

区内北西部 令和 4年 10 月 2 日

 

アオツヅラフジ（雌株の実） 

区内北西部 令和 5年 1月 1 日 

 

アオツヅラフジの雌株の実です。 

2 か月で実がこれだけ減っています。 

隣接区の立ち入り禁止区域内に大規模な繁茂が見られました。どうも、そこ

から飛んで来ている様です。観察区域で 3か所見ることができ、区内では比

較的多いエリアな様な気がします。
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 氏名：石鍋 壽一  町名：小菅  調査区：３ 

２０２３年２月１１日 
 

キカラスウリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キカラスウリ    区内北西部 令和 5年 2月 4 日 

 

キカラスウリです。 

昨年も 1か所、生えていましたが、今年は近くでもっと多くの実がなって木

に巻き付いていました。 

今年は、離れた所にもう一か所、10 個程度、木に巻き付き、結実していて、

最初はミカン類の木が生えていると見間違える程でした。 

カラスウリは近所で見たことは無いのですが、近年キカラスウリは見るよう

になりました。
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ホソヒラタアブ クロヒラタアブ



調査月 2022.12〜2023.2月 名前 むしあお

●観察⽇︓12/26
●調査区︓4-22（新宿）

にいじゅくみらい公園。冬⿃のタヒバリが今年も⾶来。
10⽻程度の群れで、地⾯をつついて採⾷していることが多い。

●観察⽇︓1/15
●調査区︓526（水元公園）

ツグミについて。
12〜１月、南水元の住宅エリアではツグミをまったく⾒なかった。
今冬は⾶来がとても少ない︖︖と思いきや、この⽇水元公園に⾏ったら、ものすごく沢⼭いた。
ただ、もう1月だというのに数⼗⽻の群れで⾏動している様⼦。
⾶来が遅かったのだろうか。
→2月上旬〜中旬になって、ようやく住宅地エリアで単独⾏動を頻繁に⾒るようになった。

この⽇は、キジバトも15⽻前後の群れで採⾷しているのを確認。
群れで⾏動するイメージがなかったので新鮮な光景だった。
季節的なものなのか、環境による理由があるのかなど気になるので、継続して⾒ていきたい。

● 葛飾区自然環境レポーター　自由レポート ●
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●観察⽇︓2/12
●調査区︓526（水元公園）

タマシギ（オス）。初めて⾒た︕
メスのほうが鮮やかで美しい⿃ではあるが、オスもじゅうぶん美しいと思う（この写真では伝わらない）

その他、この⽇はワカケホンセイインコを確認。東京の東側で⾒たのは初めて。
分布を広げていると思われる・・・。

●観察⽇︓2/25
●調査区︓526（水元公園）
【自然環境レポーター研修会︓早春の自然観察会】参加

『野⿃と動植物のつながり』というテーマで、水元かわせみの⾥の専⾨員の⽅にレクチャーしていただきながら
かわせみの⾥周辺を歩いた。
＜観察できたこと・学んだこと＞
・シジュウカラが葦の茎に止まって⾷べ物を探している様⼦を観察。
　葉鞘の隙間にいる「ビワコカタカイガラモドキ」というカイガラムシの仲間を⾷べるらしい。
・ヒヨドリがヤブツバキの花蜜を⾷べているところを観察。⾷べた後、くちばしの周りが花粉で⻩⾊くなっていた。
・ヤブツバキは⿃媒花。（⼀部のチョウを除き、⾚い⾊は昆⾍の⽬には⾒えないらしい。）
　そのため、⿃が乗っても大丈夫なように、付け根部分が重なるような花弁のつくりになっているとのこと。
　→その後調べたところ、雄しべが根元で筒状に⼀体化しており、それも花冠とつながっているらしい
　そのような頑丈なつくりのため、花が終わると⼀体としてボトっと地⾯に落ちる。
　（⿃媒花というのは、花期が寒い時季で⾍がいないというのも関係しているはず）
・エナガ
　千葉北⻄部では眉斑が薄めの個体が⾒られ、通称「チバエナガ」と呼ばれている。
　大人気シマエナガならぬ、チバエナガ。※ただし正式な亜種ではない。
　この⽇の観察会でもチバエナガが⾒られた。
・⿃のうんちの話。
　⽩いうんちは⾁⾷の⿃のもの。ヒヨドリのは⿊くて細⻑い。
　フンの内容物を取り出して標本にした物を⾒せてもらった。アリは形がしっかり残っていた。
　トウネズミモチの種⼦がいちばん多かった。
・たくさんのカラスにモビングされるトビを発⾒。トビはカラスを襲うわけではないのに、
　他の（カラスを襲う）猛禽と同じ扱いでモビングされるらしい。気の毒…
・ふれあいルームに帰ってきてまとめの講義。
　⾕津⼲潟では、12年連続で、同じキアシシギの個体が認識されたという話が印象に残った。
　ロシア〜オーストラリアまで往復24000km×12という、ヒトでは考えられない驚異。⿃はすごい。
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2022 年 12 月 20 日理科大前           
2022 年 12 月 16 日 水元 3 丁目 
1 月 8 日                   2 月 8 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
↑2023 年 1 月 8 日 タンポポ 水元 3 丁目    2 月 2 日 セリ 水元 3 丁目 
2 月 2 日 フキノトウ（フキ） 水元 3 丁目↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾃然観察レポート R4/12 月〜R5/2 月 
調査区５  佐々木定治 

 2022 年もコロナ禍に翻弄された年でした。これ
まで培ってきた人としての生活スタイルを、新ス
タイルとかいう括りで、変えざるを得ない日常に
なってしまいまいた。 
 最近めっきり目に付くことが減少している「ス
ズメ」の亡骸を 12 月 16 日の早朝に発見しました。
理科大前の電飾の華が、冬の夜空を落ち着いた色
彩に彩り、2022 年も暮れていきます。 
 2023 年 1 月のタンポポ 2 月のセリやフキノト
ウ（フキ）が春を運んでいます。 
 少しずつの⾃然の変化を見ながら、季節の移ろ
いを覚えることは、冬から春への心と体の準備の
為の大切なシグナルになっています。 
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水元かわせみの里専門員の解説     ヒドリガモ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆっくり散策しながらの観察会       こんなに素晴らしい天候の中での観察会 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
渡り鳥の解説 

 令和 5 年（2023 年）2 月 25 日 午前 10 時〜正午に水元かわ
せみの里（水元公園 8 番 3 号）を本拠地にして「野鳥と動植物の
つながり」をテーマとした、⾃然環境レポーターの研修会を開催
していただきました。講師は、水元かわせみの里専門員の先生が
担当してくださいました。 
 当日は⾵の寒さの中でも、⻘い空が見える早春を満喫しなが
らの、観察会でした。ヒヨドリがヤブツバキの蜜をついばんだ形
跡やオオバン ヒドリガモ シギ シジュウカラ カワセミな
どをはじめ多くの野鳥のさえずりや姿を発見することができま
した。 
① 鳥が生息することで、森がつくられる。 
② 幹や葉が緑のアオキの赤い実は鳥に目立つ色でその実を食

べることで種が地面から発芽し増えていく。 
③ 渡り鳥の超飛来エネルギーに感動・・・・多くの学び 

をさせていただきました。 

かわせみの里専門員の方の解説は、丁寧
で分かりやすく、多岐にわたりご指導を
いただき感激しました。 
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葛飾区自然環境レポーター 自由レポート（2023 年 1～2 月） 

 

1 月 9 ⽇（月） 東⾦町 7 丁⽬地先 江⼾川堤防上 → 水元公園⼩合溜 → メタセコイアの森 

冬真っ只中の江戸川堤に出て

みると、堤防上の草地にはホトケ

ノザが姿を見せていた（写真①）。

寒さはまだ厳しいが、日当たりの

よい場所には春を感じさせる植

物が姿を見せてくれる。 

 水元公園園内のメタセコイア

の森は青空に映えてとても美し

かった（写真②）。中央に以前オオ

タカが作った巣が残っているが、

今年の繁殖活動はいかがだろう

か？ 

 

２月４⽇（土） 水元公園 

 昼過ぎに水元公園に自然観察がてらお弁当を持って“外ランチ”に出かけた。ふと目の前

のハンノキを見ると、枝にカマキリの卵（ハラビロカマキリでしょうか？）が付いていた。

周りを見渡すと、砂ぼこりが飛んでいるのか景色が霞んで見えた。はて？何かと思いきや、

なんとハンノキから大量の花粉が飛散していたことが分かった。ハンノキはスギよりも一足

早く大量の花粉を飛ばしてい

る様子。自然観察の際にも、花

粉症のある方はどうぞくれぐ

れもご用心ください。 

 公園内のスイレン池を見る

と、人為的にでしょうか、池の

水が殆どぬかれていました（写

真③）。近寄って見ると、池の

底には少なくない空き缶など

のゴミがありました。何とも言

えない悲しい気持ちになりま

したが、きっと小合溜の底にも

大量のゴミが沈んでいるので

しょうね。 

⽒名︓江⼾川の⼩鮒 調査区︓主に 5-24、5-26 町名︓東⾦町 

写真④ ロウバイ 

写真① 江⼾川堤防上のホトケノザ 写真② 水元公園メタセコイアの森 

写真③ スイレン池 
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２月５⽇（⽇） 東⾦町 7 丁⽬地先江⼾川提 

 土手に上がるとすぐ目に飛び込んできたのはチョウゲンボウ。土手の上空でホバリングを

しながら少しずつ場所を変えて、堤防上の獲物を探しているようでした。しばらくすると堤

防上の草原に急降下していましたが、獲物を捕れたかどうかははっきりとは分かりませんで

した。 

 

２月 1１⽇（土） 水元公園 

 暖かい日差しを受けながら公園内のベンチで過ごして

いると、すごそばにツグミが近づいてきて地面の上の餌と

なるものを食べている。しばらくの間、ツグミ独特の「だ

るまさんが転んだ」状態で地面の上を移動しながら、餌を

ついばんでいた。 

 

 

 

２月２５⽇（土） 水元公園 自然環境レポーター研修 

 水元公園かわせみの里中心に自然観察を行った。寒いなかではあったもの沢山の発見があ

り、たいへん勉強になった。特に野鳥の糞からどのようなものを食べているか調査した結果

は大変勉強になった。また、野鳥と植物の関係性なども大変興味深かった。今後もこうした

研修を是非実施していただいて、レポーターのスキルアップにつながればと思いました。 

環境課の皆さまありがとうございました。 

 

写真⑤ ツグミ 
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（水辺のふれあい通信１２月２０日号参照）

チョウ
チョウ

チョウ

ツユクサ

セイヨウタンポポ
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「ウラナミシジミ」 

１２/４ 水元公園（水産試験場跡地） 

名前：下山田 隆 

「ノイバラ（赤い実）とスズメウリ

（白っぽい実）」 

１２/３ 区北西部 

名前：石鍋 壽一 

「校庭のヒヨドリ」 

１２/２０ 金町 

名前：瑛ちゃん 

－25－



 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「キセキレイ」 

１/７ 水元公園（水産試験場跡地） 

名前：下山田 隆 

「ホシハジロ（右２羽）」 

１/１ 区北西部 

名前：石鍋 壽一 

「今年も咲くよ」 

１/２３ 金町 

名前：瑛ちゃん 
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「首を傾げるジョビ男」 

ジョウビタキ 

１/３１ 南水元 

名前：むしあお 

「フキノトウ（フキ）」 

２/２ 水元３丁目 

名前：佐々木 定治 

「ヒヨドリジョウゴ」 

２/４ 区北西部 

名前：石鍋 壽一 
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「夕陽がまぶしい地域ネコ」 

２/６ 金町 

名前：瑛ちゃん 

「次から次にカワウの大群が西から

東に飛んで行きました」 

２/１２ 堀切 

名前：有泉 桂子 

「カンムリカイツブリが何度も

水に潜っては、ひょっこり浮かん

できていました」 

２/１１ 中川橋 

名前：有泉 桂子 
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「ロウバイ」 

2/12 水元公園 

名前：むしあお 

「コガモ♂」 

２/１９ 水元公園（水産試験場跡地） 

名前：下山田 隆 

「ヤハズエンドウ」 

２/２５ 水元公園 

名前：ゆきひめ 

「サクラソウ」 

２/２８ お花茶屋 

名前：R 
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季節の写真集 冬 
☆隣の家のゴイサギさん（東立石） ☆冠羽の立派なコサギさん（水元） 

  

☆ツグミ（水元公園） 

 
☆ジョウビタキ（水元公園） 

 

名前：高橋 雅子 
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

1

41

28 100

12−39 11−33

3

55−72

1

23

5

39−45

6

164−185

1

105

8 1

20−28 18

計 4種類13個体 4種類40個体 2種類101個体

・

・

・

・

・

・

2 カ ダ ヤ シ

ギ ン ブ ナ

4

3

7

ボ ラ6

マ ル タ

ヌ マ チ チ ブ5

12月にしては暖かく、昼過ぎにはボラ（？）がもじっているのが見えました。
新八水路沿いの葉が落ちた木に、カラスのハンガー巣発見。子育ての頃、誰も襲われなくて
よかった。（KI）

寒さの厳しい季節になりましたが、なんとか一匹でも捕れてよかったです！（MO）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.87m (12:00)1.70m (14:00)1.73m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて8種類154体の魚類が採集されました。

晴れ、気温16.5℃、水温 本流10.5℃、新八水路13.4℃、新八ワンド11.3℃(14:40頃測定)

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−305

307

備　　考2022/12/10

ア シ シ ロ ハ ゼ1

特定外来生物

タイリクバラタ ナゴ

気温上昇、微風、陸上は穏やかな小春日和。しかし川の水温は10度ほど、しかも水位が高く
て魚がほとんど採れず。辛抱の季節が始まった。
ワンドの中にヨシが増えたので、暖かい日に抜きたい。（SI）

【今後の調査日】

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

　2023年　1月21日(土)　2月19日(日)　3月25日(土)　4月8日(土)

8 メ ダ カ
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

2

27−33

69 14

13−38 14−29

3

54−60

1

78

5

29−53

12 1

21−31 27

計 3種類8個体 3種類84個体 2種類15個体

・

・

・

・

・

・

強風と波がありましたがなんとかヌマチを取りました！　過去１番嬉しいヌマチかもしれま
せん。（MO）

水槽内の魚の種類は少なかったのに、水槽を見て関心を持ってくれる通り掛かりの方が大勢
いて、とても嬉しい。足の故障もあったが、本流で何も採れなかったのが悔しい。（SI）

【今後の調査日】

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

　2023年　2月19日(日)　3月25日(土)　4月8日(土)

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−306

308

備　　考2023/1/21

北風に吹き寄せられて岸の石にあたり、チリチリ鳴るガラス瓶の音を聞きなから網を打って
いると、心底風流な事やっているなと思います。
あまりに魚が採れないと、網の中に動くものがいた時に自分の目を疑う感覚、久々です。
（KI）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.76m (12:00)1.78m (14:00)1.78m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小-最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて6種類107体の魚類が採集されました。

晴れ時々曇り、気温8.8℃、水温 本流7.8℃、新八水路6.3℃、新八ワンド6.8℃(14:40頃測
定)

ヌ マ チ チ ブ5

6 メ ダ カ

1 オ イ カ ワ

ニ ゴ イ4

2 カ ダ ヤ シ

ギ ン ブ ナ3

特定外来生物
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調査次数

調査日

地点 本流 新八水路 新八ワンド

3

47ー61

1

62

14 107

17ー35 13ー40

1 1

57 51

2

58ー67

1

45

8

19ー29

2

45ー49

13

20ー31

計 5種類9個体 4種類36個体 2種類108個体

・

・

・

・

・

・

・

・

1 ア ユ
シラス期1個
体

ギ ン ブ ナ4

2 オ イ カ ワ

カ ダ ヤ シ3 特定外来生物

葛飾柴又新八水路　魚からの便り−307

309

備　　考2023/2/19

ワンドの前のフェンスぎわに、微妙に等間隔にスイセンが生えて（？）いることに気付きま
した。草刈りとか手伝ってくれたらいいのに。
サケの稚魚が久しぶり（中二年ぶり？）に採れて、社会の変化の兆しを感じました。（KI）

「参考」江戸川の水位（観測所：千葉県市川市市川　市川根本排水機場江戸川側）
　　　　(10:00)1.64m (12:00)1.67m (14:00)1.68m

【参加者コメント】

上段の数字は個体数、下段の数字は全長の最小ー最大範囲（単位：mm）

江戸川本流、新八水路、新八ワンドあわせて9種類153個体の魚類が採集されました。

曇り、気温18.2℃、水温 本流9.5℃、新八水路10.8℃、新八ワンド12.1℃（14:30頃測定）

ゴ ク ラ ク ハ ゼ5

9 メ ダ カ

【今後の調査日】

  HP（ http://shigenori1.jimdo.com/ ）新八水路「自主生物調査団」【編集：一澤成典】

　3月25日(土)　4月8日(土)

水温は低いものの、気温があって活動しやすかったです！（MO）

ワンド内の水面の半分以上がアシで覆われている。もう少し暖かくなったら抜く作業に取り
掛かりたい。1時間必死に探してヌマチチブ2匹は寂しかった。水路でヒキガエルを二匹確
認、そろそろ産卵のシーズンだ。（SI）

6 サ ケ

7 タイリクバラタ ナゴ

8 ヌ マ チ チ ブ

この時期なら海の沿岸にいるはずの変態前のアユ1個体と、生時はほぼ透明な未成魚2個体が
採れた。変態前のアユは厳冬期の沿岸、例えば、お台場海浜公園の浅場などでしか見たこと
がない。あの脆弱な体で江戸川の水閘門を通って溯上してきたことに驚いた。
本流で採れたゴクラクハゼは春から秋に見られる鱗の青緑色の鮮やかな輝点が見られなかっ
た。冬場は地味な体色になることを知った。（KI）

春を告げる魚が採れました。来月の春告魚が楽しみですね。（MT）

－33－
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葛飾柴又新八水路　魚類出現状況
調査次数

年       次

回　数・日　程

No.

1 イ セ ゴ イ ●
2 ウ ナ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 ワ カ サ ギ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 ア ユ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 サ ケ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 タ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ス ゴ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 デ メ モ ロ コ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 ヒ ガ イ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 ニ ゴ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 カ マ ツ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 ツ チ フ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 モ ツ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 マ ル タ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ウ グ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 カ ワ ム ツ ●

17 オ イ カ ワ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ハ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 ワ タ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 ハ ク レ ン ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 キ ン ブ ナ ●

22 ギ ン ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フ ナ 属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 キ ン ギ ョ ●

25 コ イ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 コ イ と フ ナ の 雑 種 ● ○ ○ ○

27 ヤ リ タ ナ ゴ ● ○

28 イ チ モ ン ジ タ ナ ゴ ● ○

29 ア カ ヒ レ タ ビ ラ ●

30 タ イ リ ク バ ラ タ ナ ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
32 カ ラ ド ジ ョ ウ ● ○ ○ ○

33 ア メ リ カ ナ マ ズ ● ○

34 ナ マ ズ ● ○ ○

35 ク ル メ サ ヨ リ ● ○ ○

36 メ ダ カ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 カ ダ ヤ シ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ボ ラ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 メ ナ ダ ●

40 カ ム ル チ ー ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 ク ロ ダ イ ●

42 ス ズ キ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 オ オ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 コ ク チ バ ス ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 ブ ル ー ギ ル ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 シ マ イ サ キ ●

47 ヒ イ ラ ギ ● ○

48 ヌ マ チ チ ブ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 チ チ ブ ● ○

50 シ モ フ リ シ マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ゴ ク ラ ク ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ク ロ ダ ハ ゼ ( ※ ) ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヨ シ ノ ボ リ 属 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ビ リ ン ゴ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ス ミ ウ キ ゴ リ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ キ ゴ リ （ 型 不 明 ） ○

56 マ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 ア シ シ ロ ハ ゼ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 ヒ ナ ハ ゼ ● ○

59 ド ン コ ●
地 点 種 類 数 合 計 42 36 40 30 39 27 28 41 23 27 31 11 12 29 11 10 31 10 9 32 11 7 28 11 7 28 12 14 3 5 3 4 3 2 7 5 5 8 5 0 15 1 3 13 2 3 17 6 2 14 4 3 13 5 0 16 6 1 7 2 2 4 4 2 3 3 2 5 4 2

●・・初採取 ※：和名がヨシノボリ（橙色型）からクロダハゼに変わりました。
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12.10

本

流

新

八

ワ

ン

ド

2022

284〜295

2021

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

305

10.9

本

流

新

八

ワ

ン

ド

新

八

ワ

ン

ド

296 306

11.51,15

本

流

新

八

ワ

ン

ド

272〜283

2020

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

ワ

ン

ド

標　準　和　名＼地　点
本

流

新

八

本

流

49-106

新

八

1-48

48回 58回

96-00 01-06

224-235

2016

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

248〜259

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

2018

107−163

06/4−10

57回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

164−223

2011-15

60回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

236-247

2017

12回

本

流

新

八

ワ

ン

ド

260〜271

2019

12回

本

流

新

八

新

八

ワ

ン

ド

299

4.16

本

流

新

八

ワ

ン

ド

298

本

流

303

8.20

本

流

新

八

ワ

ン

ド

301

6.11

本

流

本

流

新

八

ワ

ン

ド

304

9.23

本

流

3.19

本

流

新

八

ワ

ン

ド

297

2.19

新

八

ワ

ン

ド

新

八

ワ

ン

ド

300

5.14

本

流

302

7.30

本

流

新

八

ワ

ン

ド

309

2.19

本

流

新

八

ワ

ン

ド

2023

308

1.21

本

流

新

八

ワ

ン

ド

－34－



                 環境課自然環境係 

電話０３－５６５４－８２３７（直通） 

 

★「かつしか環境・緑化フェア２０２３」を開催いたします★ 

【開催日時】令和５年６月１１日（日） １０時～１５時（予定） 

【開催場所】テクノプラザかつしか（青戸 7-2-1） 

かつしか環境・緑化フェア２０２３では、「自然環境レポーターの活動報告スペース」を設

け、クイズを交えたパネル展示などをする予定です。当日、お手伝いをしていただける方を

後日、募集いたします。当日は色々なブースに分かれての出店をしておりますので、是非お

立ち寄りください♪ 

※詳細は今後の広報かつしか（掲載予定）をご覧ください。なお、現時点では開催予定です

が、新型コロナウイルス感染状況により、中止となる場合がございます。 

 

★自然環境レポーターの研修会を開催しました★ 

令和５年２月２５日（日）、「野鳥と動植物のつながり」をテーマに、水元かわせみの里で

早春の自然観察会を開催しました。野鳥の生態、昆虫や植物とのつながりなどについて、講

師の解説を聞きながら実際に野鳥を観察することができました。研修会の最後に水辺のふれ

あいルームで、記録を取り続けることの大切さについてお話いただきました。ご参加いただ

いた皆様、ありがとうございました。 

 

★新八水路で魚類調査を行います★ 

日 時  2023 年 ４月８日（土）、5 月 7 日（日）、6 月 4 日（日）、7 月 15 日（土）、 

8 月 12 日（土）、9 月 10 日（日） 

午前１０時～午後４時ごろ 

場 所  江戸川河川敷 ※事前にご連絡をお願いします。 

持ち物  着替え、昼食、飲み物 、首に巻くタオル、短くないソックス 

◆詳しくは、「新八水路魚類調査」で検索し、ホームページをご覧ください。 

ＨＰ（ http://shigenori1.jimdo.com/ ） 

 

≪お詫びと訂正≫ 

「水辺のふるさとかつしか」冬号（第 32３号）に誤りがありました。 

ここに深くお詫びし、訂正させていただきます。※ホームページは差し替え済みです。 

 

 

 

 

 

環境課からのお知らせ 

・Ｐ．２０ 「昆虫情報」２行目 

 アゲハチョウ → アカボシゴマダラ 

・Ｐ．２６ 写真⑬ 

ヒョウモンチョウ → キタテハ 

－35－

http://shigenori1.jimdo.com/


 
 

   ～春号でご協力いただいたみなさま～ 

 

R さん、有泉桂子さん、石鍋壽一さん、瑛ちゃん、 

江戸川の小鮒さん、江良ヒデ子さん、Ｋ・Ｎさん、 

佐々木定治さん、散歩の花子さん、下山田隆さん、 

高橋雅子さん、田村ひろ子さん、千葉美文さん、Ｔ・Ｋさん、 

となりさん、トム姉さん、広瀬温さん、藤並剛さん、むしあおさん、 

弥生さくら草さん、Rｙｕさん、ゆきひめさん、 

自主生物調査団（編集：一澤成典さん）   

                             

                  ご協力ありがとうございました☆彡 

 
 
 
 

 
 

「水辺のふるさとかつしか」第３２４号 

（葛飾区 自然環境レポーター通信第２７６号） 

 令和５年３月末 発行 

葛飾区環境部環境課自然環境係 
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℡（３６９５）１１１１ 内線３５２２～３ 

直通電話 （５６５４）８２３７ 

ｆａｘ     （５６９８）１５３８ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆「水辺のふるさとかつしか」の内容について、お間違い等お気づきの点があ

りましたらお知らせください。 


